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3，1　資料の 整理 と保管

　社会に 発生す る あらゆ る情報は 文字 ・記号 ・音 ・光な ど

を 用 い て 紙 ・テ ープ ・レ コ ード ・フ ィ ル ム な どに 記録 され，

時間 や場所 に 左右 されず 1占報要求者に 伝達 され る，こ の 記

録され た もの を 資料 と呼 ん で い る 。

　 こ の 資料 を 的確 ・迅 速 1・こ ，そ し て 容易 に 検索で き る よ う

に
一

定 の 方針 に 従 っ て 整理 ・保管す る 技術が必 要で ある 。

資料 は通常次 の よ うな形態 で 存在す る 。

1） 図 書 ： 単行本，辞書，便覧な ど，2）逐 次 刊行物 ： 雑誌，

新聞 ，
3）そ の 他の 資料 ： パ ソ フ レ ッ ト

，
カ タ ロ グ ， 特許

資料 ， 切抜き資料 ， 報告書， 写真， 地 図 ，
マ イ ク ロ フ ィ ル

ム
，

レ コ ード， 録音テ ープ
， 見本，磁気 テ ープ，規格，

フ ァ ク シ ミ リ，文書など，がある 。

　本講で は，各種文献を そ の 形態に 従 っ て ，そ れ ぞ れ の 特

性 を 生 か し た 甦理 ・保管方法に つ い て 説明す る 。

　3，1，1 図書の 整理 ・保管

　図 書の 整理 は 目録 （図 書，逐 次 刊行物，そ の 他 の 資料に

つ い て ， そ の 要点を 記録し ，

一
定 の 体系 に 従 っ て 配列 し た

もの ）に よ っ て 行な う 。 目録は 蔵書数が増大す る と ど うし

て も必 要 とな る の で ，蔵書数 の 少な い うち に し っ か りし た

目録 を 作成 して お くこ とが 肝要 で あ る G

　 日録の 種類 ｝こ は 次 の もの が ある 。

　 a ）形 態別 ： カ
ード日録，冊子 日録 ，

ル ーズ リーフ 目録 。

　 b ）用途別 ： 閲覧用 目録 ， 事務用 口録 。

　 c ）機能別 ： 著者名目録，暑名 目録，件名 凵録，分 類 目

　　　録，辞書体目録 。

　d ）収録資料別 ： 図書 目録，雜誌冂録，新聞目録，新着

　　　図 書 日録 。

　現在，目録作成 作業 は一
定の 基準に 従 っ て 行な っ て い る 。

そ れ を 日録規則 とい うが ， 代表的な 規則 とし て 次の もの が

あ る 。

May ，1972

　 「口本 目録 規 則 1965 年版」 日本図書館協会 目録規則委

　員会編 。

　
‘‘Anglo ・American　 Cataloging　Rules” American　Li−

　brary　A ＄sociation ．1967．

　目録に は カ
ード体 と冊子 体がある が ， カ ード体の 日録 カ

ードを 図
一3，1に 示す 。
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記述 ： 書名 ・著者 ・編者 ・発行年 ・ペ ージ 数 な どの

事項 。

標目 ： カ
ードの 最初 に 記入 され る 見出 し語 で 目録 を

ひ くと きの 手が ふ りとな る D

整理 番号 11 冊 1 冊 の 図書 に 独立 に 与え る番号 。

　日録 カ ードは カ ードに 記入 され た 語 の 配列に 従 っ て 編成

さ れ るが ， それ に は 字順配列 と語順配列 が ある 。 日本 で は

目本語の 性質上語順配列は あ ま り利用 され て い な い o この

目録作業が 終 る と整理 され た 図書 は 書架 に 配架され保管 さ

れ る。

　3．1．2　逐次刊行物の 整理 ・保管

　逐 次刊行物 と は 「通常 ，

一
定 の 間隔を 置い て 連続的分冊

の 形 で 刊行 され，し か も，原則 と して 無期限に 刊行が な さ

れ る よ うに 計画 され て い る 出版物で あ る 。 定期刊行物 ， 新
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聞 ， 年赧 ， 年鑑 ， 学会 ・協会の 紀要 ， 議事録お よ び 会報が

含 まれ る」 と規定 し て い る 。 こ の 逐次刊行物の 整理 に は 普

通大 きめ の 受入 れ カ ード （15x10 　cm ま た は 2  × 15cm ＞

を使用 して い る 。 記入 事項 は 誌名，巻号，発行年胤 受入

年月 日，出版者，発行ひ ん 度，受入 種別 （寄贈 ・交換 ・購

入 な ど）， 受入部数，配布先，配架記号な どで ある 。 受入

れ が終 っ た 逐 次刊行物は 通覧可 能な よ うに 展示架に配架さ

れ る 。 ま た ， 永久保存や 長期保存の もの は 製本 さ れ て 保管

され る 。

　3，1．3 カ タ ロ グの 整理 ・ 保管

　 カ タ P グ は 会社名順 に 配列す る方 が よい 。 製品分類別 の

配列で は総合カ タ ロ グ の 場合な ど不便である 。 保管に は フ

ァ イ リ ソ グ ・キ ャ ビ ネ ッ トや パ ン フ レ ッ ト ・ボ ッ ク ス を 使

用す る Q 製品名か ら カ タ ロ グ を 捜す利用者 の た め ｝こ ， 製品

名 か ら会社名を参照 し うる索引を作成 して お く必要 が あ る 。

こ の 製品名索引の 作成に は 「日 本標準商品分類」 な どが 参

考 となる 。 カ タ P グは 最新性が要求 され るの で 絶えず チ ェ

ッ ク し更新す る 必要がある 。

　3，1，4　切抜 き資料 の 整理 ・保管

　切抜き資料の 整理 は 台紙 に は り付1ナる 方法と封筒を使用

し て その 中に 入 れ る 方法 とカミあ る 。 台紙 に は り付ける 方法

で は A5 かB4 判を 使用 し ， 記入 事項と して は採択資料名，

日付，掲載ペ ージ，件名，分類番号 な どが 必 要 で あ る 。 配

列 は 件名 か分類番号順に 行 な う。 台紙に は り付けられ た資

料 は 件名，分類番号に 従 っ て ホ ル ダー
に 入れ ， キ ャ ビ ネ ッ

ト1・C 保管す る 。 封筒 の 場合は 封筒に 記入 され た ， 件名 ， 分

類番号に 該当資料を収 め る 。 切抜き資料もフ ァ イ ル の 更新

が重要 で あ る 。

　3，1，5　図面 の整理
・保管

　土木 ・建築の 分野 で は 図 面の 発生量 も多く，図面の 管理

は 重要な問題 で あ る 。 図面 も一
般 の 文書 と同様， ブ ァ イ リ

ソ グ ・シ ス テ ム ｝こ よ る整理 ・保管を し なければ ならない
。

図面 の 整理 は あらか じめ 決め られた 図面分類に 従 っ て 図番

書　 店

注文

　 　 曜　　ノ

麦ltt
i＃”　 R 4．　　 噌

託聞．
ノぐン フ

（鰕

86

」「・、丶晝乙王≒，登垂呈懸喜 ，亨
ヨ

図
一3．2 資 料 整 理 の 流 れ

を つ け，
い か な る 図面 で も取 出 せ る よ うに すべ きで あ る 。

図面 に は 原図 と青図 とが ある ボ ， 原図は 特に 重要な 保管 カミ

必要 で あ る。原 図 の フ ァ イ ル に は マ ッ プ ・ケース と呼ばれ

る 横積 み 式の ス チ ール ・キ ャ ビ ネ ッ
トが 使用 され る。 他 ｝こ

筒 に 収納す る 方法や，バ ーチ カ ル ・フ ァ イル な どが あ る カミ

収容力の 点で や や 劣 る 。 青図は 普通 A4 サ イ ズ の フ ァ イ リ

ン グ ・キ ャ ビ ネ ッ トを使用 す る バ ーチ カ ル ・フ ァ イ リ ン グ

が適して い る 。 青図は 相当な厚さ に な る の で 文書 フ ァ イ ル

専用 の ハン ガ ーフ ォ ル ダーが最適 で あ る 。

　 3．1，6 文書 の フ ァ イ リ ン グ ・シ ス テ ム

　 普通 ， 文書 とは業務上 また は これ に 関連 して 作成 され収

集 され た ，
い っ さ い の 記録類である が ， こ こ で 対象とす る

文書 は 往復文書，りん 議 書 ， 契約書，報告書，調書，各 種

の 記録 ， 資料 ， 統計 な ど とす る 。

　 文書の 整理 に も
“

悪貨は 良貨を 駆逐す る
”

とい うグ レ シ

ャ ム の 法則が 適合す る 。 不要 な文書 と真に 必 要 な 文 書 とが

混然 とフ ァ イル され て い た の で は ，
い ざ利用 し よ うとす る

とき不必要な文書 まで 日を通さねばならず，無駄な労力を

費すだ けで あ る 。 シ ス テ マ チ ッ ク な フ ァ イ リ ン グ ・シ ス テ

ム を導入 し，だ れ で も，い つ で も必 要 と思 う文書が す ぐ活

用 で きる よ うな合理 的な 整理 ・保管が 望 まれ る。実際の 文

書保管の 方式に つ い て 次 に 述べ る 。

　 1）　 バ ー
チ カ ル ・フ ァ イ リ ソ グ 法

　 バ ーチ カ ル ’フ ァ イ リ ソ グ は 1892年 に 米国 で 考案され

た 方法 で あ る が，文書を縦 に 並べ る の で バ ー
チ カ ル 方式と

称 さ れ ， 最適な方法 と し て 現在 も採用 され て い る 。
バ ーチ

カ ル ・フ ァ イ リ ソ グ とは ， a ）文書を所定 の 分類に 従 っ て

まとめ ，b ）標題付の フ ォ ル ダー（紙 ば さみ ）に 入れ ，　 c ）

フ ァ イ リソ グ ・キ ャ ビ ネ ッ トの ひ き だ し に 垂直に 並べ
，

d ）見出 し （ガ イ ド）を 立 て て 区切 り， e ） い つ で もす ぐ

取出せ れ る よ うに して お く， 垂直式の 整理 方法で ある Q 貸

出 し の 場合に は 貸出 し ガ イ ドを使用す る 。 貸出 しは原則 と

　して 所要文書 だ けに 限 り， ブ ォ ル ダーご との 貸出 しは行な

　　　　　　　　　 わ な い 。 や む を えず フ ォ ル ダーご と貸

　　　丁 鵙 者　　　 出す場合は持出し フ ォ ル ダーに フ ォ ル

才繊 　　　　　　　 ダー内の 全文害を 移 しか え こ れを貸 出

　　　　　　　　　 す 。 貸出 し中 に そ の フ ォ ル ダ ーに 収 め

　　　 る 必要の あ る 文書 が 発生 した 際 の 混乱

　　　 を 防 ぐた め で あ る 。

　 1　　 2）　オ ープ ン ・フ ァ イ リ ソ グ法

　i ・・ 方灘 資糀 ボ ー・ 紙 の フ ォ ル

　 1　 ダー
に 入れ て ， 見 出 しを つ け 普通の 書

　i 架 に 配鮒 る ．
。 。 イル の 醐 は禾捕

　1　 者が直接取出 して 利用す る こ とが 中心
　±
　　　 に な るの で 細 心 の 注意が 必要 で ある 。

　　　 配列は 通常，件名配列，分類配列を採

　　　　　　　　　 用するが ， 編者，発行者，受入 順別 に

　　　　　　　　　 行な うの も
一

部 の 資料に と っ て は効果

土 と基 礎，20− 5 （171）
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MINNE

IA 図一 3 ． 3 　 アパチ ャー ・カー

ド 的であ る 。 　 3 ， 1 ，7 マイ ク ロ写 真の整理 ・

管 　 最 近 は ，マイ ク ロ写真の形で 出 版 されるものが 多く

っ て き て い る 。 たと え ぽ ， 米国政 府研究 レ ポ ー 1 ・ 類

土木学 会 出 版 物
の マ イ ク ロ・フ ィッシ ＝，な ど 年々

マ

クロ出版 物 は 増 加

ている。 マ イク V 写 真 の 形

を類別す る と 表 一 3 ． 1 のように な る 。 　 1 ）　 ロ

ル ・ フ ィル ム 　文 献 用 としては 35mm と 16 　 mm の

のが 用 いら れ ， 長
さは 普 通3   ． 5m で ある。 保 管は

ー ルに巻いて瓢 箱 か 金

ケースに入 れ， リ ー ル番 号 ， 収

し て
いる 情報 の 内 容 など必 要事 項

を
記入 す る 。 　

j 　ス ト リ ップ・ フ イ ルム 　 P 一 ル・ フ ィ ルムを 30c

  x の一 定 の長さ に 切断 し たも の をス 1 ・ リ ッ プ・フ

ル ム と い う 。こ の保 管に は フ ィ ル ム・ホ ル ダー な いし

ル バ ム が

いられる。 ホ ル ダ ーや ア ル

ム に 見 出 し や番 号 を つ け て 整 理し ， キ r ビ

ット に 収 め る。 　 3 ） 　 フ ィ ルム

ジャケット 　 スト リ ッ フ   フィ ル ム を

明 なジ ャ ケ ッ ト に入れ ， ス トリッ プ ・

ィ ル ム のよ う に 抜き出 す 必 要 が

く，そのま ま 利 用
できる

う に した もの で ， 機 能 的 に は 後述 す る マ

イ ク ロ ・フ ィッシ ュと 同 様 で
ある。 　

j 　 ア パチャ ー ・カード 　 ロ
ー ル ・ フ

ルム を 1 コ マ ず つ 切断 し て ，あらか じ

窓 （ ア パ チ ャ ー
）のあ いて いるカー ド

は り 付 けた もの で， マ イ ク ロ ・フィ ル

化 し た

図面の 管 理 に 良く用い ら れ る 。

パ チャー 。カ ー
ドはカ ー ド・キ ャ ビ ネ

ト に保管されるが

出 し カー ドに従 っ て，一 般 の パ ソチカード用 キ ャ ビネット
ﾉ
収

容 す

。
カ

ー

の
余白

は必
要情

報

記 May ， 197z0 カ ート∫｝類の方法　（小分 類iO

台の番
を 付 す 。 ） 炎 一分 黷 lc 設 　

　 　　tt 　 　 貸 　 類 1小 分
類 c

±

、
　 ： 建 　 　 XE ）

　
〔電 　

気 ） 　 i 鳶 辮 羅 　 　 　5

ン ネ ル 　 5 消

書 工事5 変 電
殺

  雛 謹 1 ， ｼ ・
下 。

。 植 。1 ・ 裘 E E騫
繍 7 平面7 ポン

プ 所灘 崎 H 区 　 　 　 @　　

　 　 　　 　

　 の 　 他 　

　 　　
18

　 　 　 装 1

管 理事務 所 <TAB>

噤 @電 9 塗

　 　装<TAB>9<TAB>

C@

ー

レ ール O そ　

　 他 <TAB>o鮭 ：事 そ の 他 <TAB>

@ そ 佃 　 　 桟 ）
「 ボ ン

言更義 ・｝劉 フ 惚 3 衛 生 設備 4 ； 肖火設 熔

  F 怜 Enl ∈給 排 水 工 事 7 ， 89

ｻ 　 の
　他 入 す る の に便利 で あ

る 。 　5 ） 　 マ イ

ロ・フィ ッ シ ュ 　 寸 法 4 × 6 三 n で6   ペ ー ジ を 収容

き るシ ート状のフィ ル ム を フ ィッシュと呼 ん で い る。

管は 所定 の 紙 の 封筒 に 入れ
カ

ード・ ボ ッ クス に

容 する。 マ ス タ ー ・フ ィ ッ シ ュ （

製用

原版）
の
場合 の 封 筒 は ふ た 付 の 方 が よ い 。 配 列 は見 出 し カ ー ド
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　 　 　表一3．τ マ イ ク ロ 写真の 形態

　　　　　　　　　 「
一

リール 状

　　　　　
一

ロ
ー

ル 状
一
i

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
一

カ
ー

ト リッ ジ 式

一イ ク 。 顎 ＿1　 「
ス ’ p ” プ

　　　　　L。
．、状」

　ジ ャ ケ ヅ ト

　　　　　　　　　 1− ・ パ チ ヤ
ー・カ ー・

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 1
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

一
フ イ ツ シ ェ

表
一3，2 資 料 の 整 理 要 領

種 　　 　類

伝

7 ア イ ル 法
・

　 キ ヤ ビネ ツ ト

　 式票
　 （トジ コミ式）

　 　 　 　 　 キ ャ ビ ネ ッ ト

カ　　ー　 　 ド 式

　　　　　 i
ピ ジ ァ

ル 式

墨 麹 則 ま ・・ 方 1．保 （驢 ，
具

フ ォ ノレダ ーと

カ ードrk
ソ ト

また は 保管犀

　

ト
ス

　

ヅ

ク

と
鼠

ツ

ド

ド

デ

イ一
イ

ガ
カ

ア

起 票 No 別 ダ ン ボ ール ・ケ

日　イ寸　SrJ…一ス とセ ァレピ ソ

名前 別 な どピ

会計機用 り一フ

帳 簿

キ ヤ ビネ ・
7 ト

式

タ　 ナ　 式

ス タ ッ ク フ ァ イ ル

フ T イ ル ネ ッ ト

名　称　別 ダ ン ボ ール ・
ゲ

　 　 　 1一ス とセ ノレ ビ ソ

No 別な ど1グ

図 書

著 料 文 献

カ　 タ　　卩　 グ ．

原

キ ャ ビ ネ ッ ト

式

グンピルセ

ル

庫
イア

ア

窄
・

ツ

　

レ

　

　
ノ

タス

保
セ

一
CGDDNU．

荊

ケ

ソ

・
ビ

ル

ル

一
セ

ボ

と

ン

ス

タ

一

ぽ

は

別

た

　】
．

ま

　

力

種

冖
機

メ

ルイ

ト

ア

ツ

フ

ネ

ク
ル

ツ

イ

タ

ア

ス

フ

ケ

ソ

・
ビ

ル

ル

一
セ

ボ

と

ソ

ス

ダ［
グ

　

別

別
三

孫
鯲

リ

日

名．

　 平 積 ＆ 式図

青
．

畦
ヤ ビ ネ ッ ト

往復文菰
ヤ ビ ネ ・ ト

雛鷲 柔
・ ビ紐

マ ッ プ ・ケ ー
ス

う磐蘇 搾
レ

機 種 別 覗 セ ・レ ビ ・

ス タ ツ ク フ ァイ ル 　 　 　 　 i
7 アイ ル ネ ッ ト　i　　　

I
必要な らば マ イ

　 　 　 　 マ ッ プ ・
ケ
ー

ス

図面 No 別 また は マ イ ク ロ

ま燃 弱嵩 ，
ケ

　 　 　 　f：．

i瓢 ・］齧
・ 蜘 壊

・ 晒 ト1翠 ζ三髪Z ・

：

ク 卩 ・ブ イ ル A

ス

イ

ム

マ
マ

ル

鹽
よ

イ

ァ

た
7

イ

ま
・

ア
冖
卩

フ

タ

ク

　 マ イ ク ロ ・フ flル ム に は 銀塩 フ ィ ル ム もし くは ジ ア ゾ ・

フ 4 ル ム が使 わ れて い る 。 その た め 指紋，傷 　よ ごれ な ど

が つ きや す い の で 取扱 い iCtx 手袋 を 着用 す る必 要 ，S：あ る。

また 湿度，温度，ほ こ り，直射日光な ど に よ り変質した り，

退色 した りす る の で 十分配慮する 必要が あ る。

　 3，1，8　資料 の 分類

　分類に つ い て は 次回 に 詳述す る が ， 整理 ・保管 し よ うと

す る資料の 形態と ど の よ うな 利用 の 仕方 が 多い か に よ っ て

お の ず か ら分類 も異 な っ て く る。

3．2　マ イクロ写真 と複写

　 3，2．1　 マ イ クロ 写真

　従来図面，文書，文献，資料 な どの 保管ス ペ ース の 節減，

そ の 保存 性，防災 とい っ た 静約 な面 か ら マ イ ク ロ ・フ ィ ル

ム 化が行 な われ て きた が ， 最近 は電 子計算機に よ る索引の

処琿 に 伴 い ，原文献の 処理 も当然 そ れ に 見合 っ た 自動化が

必 要 とな り．そ の 解決手 段 と して マ イ ク ロ ・フ ィ ル ム 化 が

脚光をあび て ｛て い る 。

　 マ イ ク ロ
。フ ィ ル ム 化 シ ス テ ム の 概要 を述べ る ど

1）資料 ・図 面 な どの 撮影 ， 現陳，
2丿 マ イ ク ロ 写真 の 蓄積

と検素， 3）活用 フ ィ ル ム の 作成 と配布 ， 4）復元，活用，

88

の 4段階1こ な る 0

3．2．1．1　 マ イ ク ロ 写真の 特徴

　マ イ ク P 写真 は 次 の よ うな長所，短所を も っ て い る。

　 1） 長所

　　 a ．縮小するた め 保管の ス ペ ース が節約で ぎ る 。

　　b ．運搬 ・輸送費カミ安い 。

　　 c ．寸 法 を統一で き るた め ， 自動化 を容易に す る 。

3．2．工，2

　資料 の マ イ ク Pt ・フ ィ ル ム 化 に 当 た っ て まず検討 しな け

れ ば な らな い 事項は ， 1）導 入 の 目的を明確 に す る，2＞ほ

か に よい 方法 は ない か 検討 し て み る，3）対象資料 の 形状
・数量を は 握す る，4）す で に 導 入 して い る機 関 を見 聞 し，

シ ス テ ム や 問題点 を 参考 に す る 。
マ イ ク ロ 写 真業者に 相談

す る前に す で に 実施 して い る機関 を 見聞す る こ とが 望 ま し

い 。 社団法人　日本 マ イ タ ロ 写真協 会 （東京 都千代田 区 鍜

冶町 3−5 工 藤 ビル 3 階 Tel．2r）4−4671） で は マ イ ク ロ ・フ

ィ ル ム 化して い る機関の 紹介や適当な 業者 の 紹介 もして く

れ る 。　5） マ イ ク ロ ・フ ィ ル ム 化 に 伴う作業 の 検討 （図一

3．4）。 6）導入 の 前 に 利用者 に 十分説明 し意見を 聞き， 利

用上の 問題点 を解泱す る方策 を考 え る 。 7）必要経費の 計

算を して み る 。 な どで あ る 。

　 マ イ ク P ・フ ，t ル ム 化に 当た っ て は ，カ メ ラ，現嫁機，

引伸 し機 ， り一ダー・プ リ ン タ ーな ど一一
連 の 機器が 必要で

あ るの で ， 最近 は 専門 の マ イ ク β 写真業者に 外注す る こ と

が 多い 。 外注 に 際 し て は ，マ イ ク P ・フ ィル ム 化作業時に

発生す る と思わ れ る 事項 に つ い て 十分 に 検討 し ， 契約書 に

明記して お く必 要があ る Q また，作業基準 を 定め，次の よ

　d ．光学的方法に よ る写真 で ある た め 正確 で あ る 。

　 e ．ほ か の い か な る 複写方式 よ りも忠実な コ ピーが得

　 　 　 られ る。

　 f ，ほ か の 複写方式 よ り高速撮影が可能 で ある 。

　 g ．適当な大 きさに 自由に 拡大 して 復元 で きる。

　 b ．半永久的 な 保存寿命を もつ
。

　 i．資料の 散逸 を防げ る 。

　 j．資料の 災害 に 備 え る こ とが で き る 。

　 k ．人手不 可能 な 資料 を そ ろ え る の に 利用する と便利

　　　で あ る 。

2） 短所

　 a ．マ イ ク ロ ・フ ィル ム 化に 費用がゑ か る。

　 b ．探索 に 不 便 で あ る 。 最近 は 各種 の 探索法が 開 発 さ

　　　れ て い るが 検索用 の 機器 を利用 するた め め ん ど う

　　　が る 人 も多い o

　 c ．読 む の ぷ 不 便で ある ： リーダーや リーダー・プ リ

　　　 ン タ ーを使用 し て 長時間読む と日ボ疲れ るの で ，

　　　必要個所は プ リ ン タ
ー

で 焼付け た コ ピーを読む と

　 　 　 よ い 。

　 d．保管 に 注意を要す る 。　 （3、1．ア マ イ ク ロ 写真の 整

　　　理 ・保管の 項を参照）

　　　 資料 の マ イ ク ロ ・フ ィ ル ム 化

土 と基礎，20− 5 （T71）

N 工工
一Electronlc 　 Llbrary 　
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図
一3．4　 マ イ ク 卩 ・フ ィ ル ム 作業の フ ロ ーチ ャ

ート

うな 技術的項 目を 規定 して お く。

）

）

）

12QU

）
、
ノ

）

4亠

5

ρ

U

　 以．ヒの 技 術 的 項 目は，

（ASA ）， 英国規格 （BS ）， 国際標准 （ISO ）・米国 マ イ ク ロ

写真協会 （NMA ）の 規格，米国連邦政府科学技術情報委

員会 （COSATI ） の 規 格，な どに は詳細 に 規 定 して あ る。

3，2．1．3　 マ イ ク ロ 写真用 機器

　マ イ ク Pt 写真の 作成 か ら，復元利用 の 各段階で使月1され

る機器 に つ い て 列挙す る 。

フ ィ ル ム の 種類

撮影 方式 ： コ マ の プ レ ース メ ソ ト （配置）， 縮尺率

タ
ーゲ ッ ト ： タ

ーゲ
ッ ト とは マ イ ク 巨 写真 の 利用 を

便利 i・c す る た め ， 肉眼 で 読 め る 大きさ で 必要最小限

の 項 目を指示す る表示 で ある 。 日本で は 目本 マ イ ク

Pt写真協会で 定め た ターゲ ッ トな どを使用 して い る。

タ ーゲ ッ トは ロ ール ，ジ ャ ケ ッ ト，フ ィ ッ シ ；など

の マ イ ク PtI ・真の 形態，お よ び 各 種用 途 の 厳密 さに

よ っ て も 異な る 。

粘度 ： 解豫力，濃度，プ レ

撮 影 ，現 豫

保管方法

　　　　　　　　 日 木 工 業 規 格 （JIS）， 米国規格

May ，　1972

講 座

　 1）　 マ イク ロ ・フ ィル ム ・カ メ ラ ： 平床式 カ メ ラ ，輪転

　　　式 カ メ ラ ，フ ィ ッ シ ュ
・カ メ ラ ，ア パ チ ャ

ー・カ
ー

　　　 ド ・カ メ ラ な どが ある 。

　 2）　 自動現艨機

　3）　 リ
ーダー，リ

ーダー・プ リ ソ タ
ー： マ イ ク ロ 写真の

　　　拡大 され た 豫をス ク リ
ーン に 映 し 出 し， 直接眼で 読

　　　 み 取 る装置 と V イ ク ロ 写真 か ら拡大 され た コ ピ ーを

　　　作成す る 装置 。

　4） COM （Computer　Output　Micro丘lmer）

　　　電子計算機 の ア ウ ト プ ッ トを ラ イ ン プ リン タ ー方式

　　　 の 紙へ の ア ウ トプ ッ トに 変わ っ て マ イ ク Pt　t フ ィ ル

　　　ム に 直接行な うもの で あ る 。

3．2．1．4 マ イ ク P 写真像検索装置

　 マ イ ク Pt ・フ ィル ム 化 した フ ァ イル か ら，目的 の コ
ー
マ を

自動的 に 取 り出す装置で 各種 の もの が開発 され て い る 。

　 1）　 卩
一

ル ・フ イ ル ム 方式

　　（a） コ ー ド ・ラ イ ソ 方式 ： 資料 の 撮影 の 際に コ マ と コ

　　　　マ の 間 の 空白部に 索引用 の ラ イ ン を撮 し込 ん で お

　　　　 い て ， 検索時 は リーダーの ス ク リーソ の ス ケ ール

　　　　 に その ラ イ ソ を 合 わ せ て コ マ の 位置 を 求め る 。

　　〔b） ブ リ ッ プ方式 ： 資料 の 撮影 の 際に 計数用 の マ ー
ク

　　　　（ブ リ ッ プ ）を撮 し込 ん で お い て ， 検索時 に は こ の

　　　　 ブ リ ッ プを カ ウ ン ト して 探 し出す方式 。

　　（c） 2 進 コ ード方式 ： 資料 の 撮影時に 索引を コ ード化

　　　　 して 白黒の コ ード ・パ タ ーン と して 撮 し込 ん で お

　　　　き，検索時に は 直接索引 コ
ードと コ ード ・パ タ ー

　　　　 ン の 照 合 に よ っ て 探 し出 す 。

　2）　 フ ィ ル ム ・ス トリ ッ プ方式

　　　 こ の 方式で は 自動的 に コ マ を 検 索す る 方式 は な い が，

　　　
一

例 と して マ ニュア ル 方式の リ コ ーダ ヅ ク ・マ イ ク

　　　 ロ ・ス ト リ ッ プ方式を紹介す る 。 16mmP 一
ル ・

　　　 フ ィ ル ム を 長 さ 12in に 切断 し，特製 の プ ラ ス チ ッ

　　　 ク ・ホ ル ダーに 入 れ て フ ァ イ ル す る 。 ホ ル ダーの 裏

　　　面 に は索引の コ ード番号 を記入する。検索 に は ス ト

　　　 リ ッ プ ・リ
ーダ とい う装置を 用 い

，
こ れ に ホ ル ダ ー

　　　を 所定 の 位置ヘ セ ッ トし ，
ノ ブ を 索引 の コ ード番号

　　　に 合わ せ る とス ク リーソ 上 に 目的の 像が 現わ れ る 方

　　　式 で ある 。

　3） マ イ ク μ ・フ ィ ッ シ ュ 方式

　　　 フ ィ ッ シ ＝の 下 縁に 穴 を い くつ か設 け，そ の 穴 を 索

　　　引 コ ードに 従 っ て パ ソ チ す る ホール ・ソ ート 。カ ー

　　　 ド方式 と全 く同 じ検索方式，お よ び フ ィ ッ シ ；の 上

　　　縁 に 2 進 ゴ ードの 切 り欠 ぎの つ い た ス テ ン レ ス 製 の

　　　 ク リ ッ プ を 取 り付け ， この 切 り欠 きの 組み 合わ せ に

　　　よ っ て 磁気的に 選択す る 検索方式な どぶ ある。

　3，2，2 複 写

　複写 とは 情報 を複製す る こ とで あ る が，現在，各種の 複

写機 ボ 利用 され ， 日常の 業務 に 欠か せ な い 存在 とな っ て い
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る 。 複写法を大 別する と化学的方法と物理的方法 の 二 つ に

類別で き る。

　1） 化学的方法

　　（a＞ 銀塩法 ： い わゆ る普通の 写真法 に よ る複写 で あ る 。

　　（b） 迅 速安定化法 ： 明室 で も処理 で き る よ う工夫した

　　　　も の で ， 感光後す ぐ現像 で きるが ， 欠点は 時間 の

　　　　経過に 従 っ て 縁が変色す る こ とで あ る 。

　　〔e＞ ジ ア ゾ法 ： 現矇方式 に は ，湿式法 7 乾式法 ， 熱現

　　　　縁法 の 3種類が あ る o ジ ア ゾ法の 欠点 は像 の 安定

　　　　性が 悪 く長期保存が きか ない こ と，直射 日光1・e 当

　　　　て る と豫が 消え る こ と ， 透過光線を 利 用 す る た め

　　　　原稿用紙 は 透過性の もの で なければ ならな い こ と，

　　　　な どで ある。市 販 の ジ ア ゾ複写機 と し て は ，
コ ピ

　　　　ス タ ー
， リ コ ピー

，
コ ピ ーペ

ッ トな ど各種 の もの

　　　　がある。

　2） 物理的方法 （電子写真法）

　　  　ゼ ロ グ ラ フ ィ
ー

： ゼ ロ グ ラ フ ィ
ー方式は 反射光線

　　　　を利 用 す る た め ，非常に コ ソ ト ラ ス トの よ い 鮮明

　　　　な プ リソ トが得 られ る 。
こ の 方式は ゼ ロ

ッ ク ス が

　　　　代表例で あ る G 欠点 は 中間調の ある豫 や，黒色 部

　　　　分 の 広 い も の は 中央部が 自く抜け て し ま うこ と で

　　　　ある 。

　　（b） エ レ ク トロ
・フ ァ ッ ク ス ：原理的に は ゼ ロ グ ラ フ

　　　　ィ ーと全 く同 じ で あ るが，感光紙 に 光導電層の 機

　　　　能を もた せ た 薬品が ぬ っ て ある の で 手ざわ りが悪

　　　　い と か，紙 が 重い とか の 欠点があ る 。
エ レ フ ァ ッ

　　　　ク ス ，電子 リ コ ピー，コ ニ フ ァ ッ ク ス な どの 複写

　　　　機は こ の 方式に 属す る 。

3，3　主題分析 （内容分析）

　膨大 な 情報量を もつ 一次資料 （原文）に すべ て 目を 通す

の は ほ とん ど不 可能に近 い 。 そ こ で
一

次資料をな ん らか の

形 で 加工 し効果的に 流通させ る に は どうすれば よい か が重

要な 問 題 とな っ て くる 。 すなわ ち，原情報を網 ら的に 速報

性 を もた して正 確に 圧縮し伝達す る に は ど うすれぽ よ い か

とい う問題で あ る D こ の 課題に 対処す る もの とし て ， ダ イ

ジ ェ ス ト（抄訳）， 抄録，索引な どの 二 次資料 と呼ば れ て い

る もの がある 。 こ の 二 次資料の 作成作業に 当た っ て 主題分

析 が 重要 な 役割 を 果た し て い る 。

　3，3．1 主題分析 の 定義

　主題分析 とは 抄録や索引な どを作成す る た め に ，論文や

記事の 重要概念を分析 し て 抽出す る作業で
， そ の 結果を 自

然語の 文章で書き表わすと抄録 （abstract ） とな り，所定

の 記号で 表記 し て 所定の 順序に 配列すれ ば索引とな る も の

で あ る 。 した が っ て ， 主題分析 とは 論文や記事の 内容を 抽

象化す る 作業ともい え る 。

　3，3，2　主題分析法

　科学技術文献 の 処理 に お い て は ， こ の 主題分析が重要な
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位置を占め て い るた め ，早急な主題分析法 の 確立が 望 まれ

る 。 まず，主題分析 に お け る 共通な基準に つ い て 述べ る 。

　 1） 主題分析の 深 さ

　 抄録や 索引な どそ の 形態 に 応 じて 主題分析 の 程度 が 異な

っ て くる 。

一
般 に 情報 の 圧縮 の 程度が 高 くな る ほ ど，利用

性 が 限定され ， 分析者 の 個人差 の 比重が高 くな っ て くるの

で主題分析法 の 基準が 必要 とな る 。 長 い 抄録や ダ イジ ェ ス

トで は 読者は 多少不 完全な もの で も予 備知識に よ っ て 補完

し，原文献 の 内容 を 推定する こ とがで き る が ， これ が索引

とな る と見出 し語 の 決め 方 に よ っ て 検索不 可能とい う結果

も生 ず る 。

　 2） 重要な要因

　   　観点 ： 主 題分析 は ど うい う観点 （専門領 域）か ら分

析す る か が 重要で ある 。 た と え ば ， 経 済 協 力開 発機 構

（OECD ） の International　 Road　 Research　 Documen ・

tation （IRRD ） の 索引作業ff準に よ る と，
「道路 工 学

・
道

路輸送 の 分野 に 関す る 文献 に つ い て 索引作業を す る もの と

す る」 と規定 し ， 例 と して ， 「交通 お よ び 交通事故 に 関す る

デー
タ の み の 警察の 報告書 は 索引作業 を行 な い ， 犯罪統計

データ は 除外す る 」 と述べ ，明 らか に 道路 工 学 と道路輸送

の 分野 に観点を しぼ っ て 主題分析す る こ とを意図 して い る 。

しか しな が ら，利用 者 は 専門分野 の 人だ け とは か ぎ らな い

の で，新 しい 領域 や境界領域 の 考慮 もあ る 程度必 要 で ある 。

　（b） カ テ ゴ リー：専門領域 （観点〉が決ま る と ， 次は専

門領 域 の カ テ ゴ リ
ー注1）の 設 定 で あ る。今まで 提 案 され て

い る カ テ ゴ リ
ーの 例を あげ る Q

（例 1）　分析化学 ： 試料，方法，装置，試薬 ， 精度 ， 時間

（例 2 ）　 コ ソ ク リート工 学 ： 使用材料 ， 供試体 の 製作方 法 ，

　　　　供試体の 養生 ， 試験方法 ， 強度 ， 用途

　 こ の よ うに ， あらか じめ 専門領域の 論文の 基文的な 主題

構造 の パ タ
ーソ を抽出 し， その パ タ

ーン の 構成要素 と して

い くつ か の カ テ ゴ リーを 設定 し て お くこ とに よ り主題分析

法 を標準化 で き る 。 具体的に 論文 が どの よ うな 主題構造に

な っ て い る の か につ い て ， 第6 回 土 質工学研究発表会講演

要旨 （土 と基礎 ， Vo1．19，　No．10
，
　p．43

，
1971）　

s〜
添 加剤

を 用い た 関東 ロ
ーム 改良試験

”

と い う講演要 旨を例 に と っ

て 説明す る 。 こ こ で は
一

応 ， 論文 の 内容 を正 確1，C 表わ して

い る もの とみ な す 。

　関東 Pt一ム などの 高含水比粘性土を改良す る た め の 添加

剤 と して 生石灰 の 他に セ メ ン ト，フ ラ イ ア ッ シ ュ ，無水塩

化第2 銑 　ビ ソ ゾール 粉末を 混 合 し た もの を使用 し，物理

的
・
化 学的 に土 性 を改良 し よ う と い う 目的 の た め lc　CBR

試験を行な っ て そ の 改良効果を 調 べ て み た Q そ の 結果，生

石灰 の み を用 い た 場合 に 比べ て ， 約％ の 量 （添加剤中の 生

石灰の 量 の み を 比較すれ ば 約光の 量） で ほ ぼ 同 じ CBR 値

が 得 られ，生石 灰 の み を 使用す る 方法 に 比較 し て 吸水 ・固

結 ・硬化作用がす ぐれ て い る こ とが判明 した 。

注1）　カテ ゴ リ
ー
（範 ちrp う）： 同

一
性質の もの が属すべ き部頬

土 と 基礎 ，
20− 5 （171）
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　 ア ソ ダーラ イ ソ を し た 語は 主題語に 該当す る もの で ，索

引語 に な る 資 格 を 備 え て い る もの で あ る Q こ の ア ン ダ ーラ

イ ソ され た語を パ ターン に分け ， カ テ ゴ リ
ーを設定 して み

る 。

　材　料 ： 関東 Pt　一一ム ，粘性土

　添加剤 ： 生石 灰，セ メ ソ ト，フ ラ イ ア ッ シ ュ ，無水塩化

　　　　　第 2 鉄，ビ ン ゾ ール 粉 末

　試 料： 材料と添加剤の 混合物

　試験法 ： CBR 試験

　性　質 ： CBR 値，吸水性，固結度，硬化作用

　 こ の よ うに して，あ る専門領域 の あ らゆ る主題の あらゆ

る カ テ ゴ リーを集め て，それ を類別する こ とに よ っ て基本

の カ テ ゴ リーが 求 ま る。 ま た 主 題分析の 詳 し さの 程度に よ

っ て カ テ ゴ リーも多 くな っ て くる 。 こ の 例 の 場合は ， 他の

同類の 試験に 関す る論文を分析す る こ と に よ り， 材料， 添

加剤 ， 試料 ， 試験法，性質などの カ テ ゴ リ
ー

の 他に 恐らく，

作用 ， 条件，装置，操作な どの カ テ ゴ リーが補足されて は

じ め て ，基本 の カ テ ゴ リーが整 うこ とに な る 。

　3）　カ テ ゴ リー間 の 相関関係

　今まで 述べ た よ うな抽象的 な カ テ ゴ リ
ーを 列挙 した だ け

で は 厳密な 主 題分析 は で ぎ な い の で ，
カ テ ゴ リ

ーを よ り細

8

装　置

図
一3．5

琶

分し，カ テ ゴ リ
ー間に 相関関係を与え る こ とが あ る 。 た と

え ll9材料 試 験 の カ テ ゴ リーと して，試 料 ，試 験法，装置 ，

条件， 性質な ど が抽出され た とす る 。

　 こ の カ テ ゴ リ
ー

間の 相関関係は 次 の 図
一3．5の よ うに な

る 。 また ，こ の 相関関係をマ ト リ ッ ク ス 状 に 表わす方法 も

実用的で あ る 。
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　　　　　　 新潟大学工 学部土 木工 学科　　科 主 任　教 授　松 野 操平

　　 電 話 長岡 （0258）32− 3600 （代） 内線 236

May ，　1972 91

N 工工
一Electronlc 　 Llbrary 　


